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レジャーダイビング認定カード普及協議会 

（Ｃカード協議会） 

2009年2月定例会議議事録 

 

◎ 開催期日：2009年2月17日（火） 午後2時00分より 

◎ 開催場所：㈱パディジャパン 地下会議室 

◎ 出席者（アルファベット順：敬称略） 

 ☆BSAC JAPAN 株式会社エヌズ   細川 俊一 

 ☆DACS   セントラルスポーツ株式会社  市原 隆久  

 ☆JCS          ㈱日本海中技術振興会  佐藤 矩郎 

 ☆PADI  ㈱パディジャパン   中野 龍男 

 ☆SSI   SSIジャパン    栗山 禎尚 

 ☆STRAS   水中活動研究所有限会社  岡本   康男 

 

1. 進行：事務局 宗田 

 

2. 定例会議事録 

 

① 第一号議案：（社）レジャー・スポーツダイビング産業協会情報連絡会議からのお知らせ 

      「 企業ポイントに関する消費者保護のあり方（ガイドライン）」について 

 「 企業ポイントに関する消費者保護のあり方（ガイドライン）」について、佐藤氏より説明があった。 

 定例会参加各社、同ガイドラインを持ち帰り、具体的対応は各社毎に判断することになった。 

 後日事務局より、「 企業ポイントに関する消費者保護のあり方（ガイドライン）」のデータ資料を配信す

る事になった。 

 

② 第二号議案：（社）レジャー・スポーツダイビング産業協会情報連絡会議からの依頼事項、 

「ダイビング産業の動向調査及び安全対策に関する調査」について 

 ダイビング産業協会に対する「ダイビング産業の動向調査及び安全対策に関する調査」の協力依頼につい

ては、C協独自の調査結果をC協HPからデータ抽出していただくことになった。 

 3月13日（金）午後13時にC協3月度定例会を開催し、2008年C協認定動向調査を実施することになった。 

 

③ 第三号議案：ダイビングフェスティバル出展について（事務局） 

 事務局より提案された出展パネルを検証 

 パネル文面に対し修正案が提案された為、事務局にて再校正した上で、会員の承認を得る事となった。 

 ダイビングフェスティバル開催時、現場ブースにC協会員が交替で待機する事が決定され、待機担当シフ

トを事務局が作成する事となった。 

 

④ 第四号議案：定例会議スケジュールについて 

 別添資料の様に年間スケジュールが決定された。 

 

⑤ その他 

 市原氏より、サイパンインターナショナルフリッパー選手権大会の説明があり、C協に対し協力団体とし

ての協力依頼があった。これに対し、C協として同協力依頼を承諾する事が決定された。 

 今後、同フリッパー選手権大会の詳細情報を市原氏より入手次第、具体的協力体制を整える事となった。 

 

（次の案件に続く） 

 次に事務局より、銃刀法改正に関する情報周知の提案がなされた。 

 中野会長より、「スクーバ産業協会のHPに記載されている同情報を、C協でも使用させてもらえる様、ス

クーバ産業協会に依頼してみる」との提案があった。 

 スクーバ産業協会の承諾が得られた場合、同情報をC協HPからリンクさせる事となった。 

 

以上 


